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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年12月期第１四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年12月期第１四半期 3,319 21.0 513 223.4 518 209.4 353 267.0 

28年12月期第１四半期 2,742 － 158 － 167 － 96 － 
 
（注）包括利益 29年12月期第１四半期 355 百万円 （417.4％）   28年12月期第１四半期 68 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年12月期第１四半期 13.57 － 

28年12月期第１四半期 3.70 － 

（注）平成27年12月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成28年12月期第１四半期の対前年同四
半期増減率については記載しておりません。 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年12月期第１四半期 6,880 4,833 70.2 185.63 

28年12月期 6,217 4,543 73.1 174.49 
 
（参考）自己資本 29年12月期第１四半期 4,833 百万円   28年12月期 4,543 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
28年12月期 － 0.00 － 2.50 2.50 
29年12月期 －         
29年12月期（予想）   0.00 － 3.00 3.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 
 
当社グループの平成29年12月期の業績予想に関しましては、現時点で合理的な業績予想の算出をすることが困難なため

開示をしておりません。今後、業績予想が可能になりました段階で改めて公表いたします。 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期１Ｑ 26,051,832 株 28年12月期 26,051,832 株 

②  期末自己株式数 29年12月期１Ｑ 15,784 株 28年12月期 15,784 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期１Ｑ 26,036,048 株 28年12月期１Ｑ 26,036,048 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関

する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による経済政策、金融緩和等により、雇用・

所得環境等が改善し穏やかな回復基調が継続したものの、米国新政権の政策運営が世界経済に与える影響が不安

視されることなどにより、景気は先行き不透明の状況となって推移してまいりました。 

情報サービス産業におきましては、ITインフラ更新やクラウドコンピューティングの普及、ビックデータや

IoT、AI等のIT技術の積極的な利活用による需要が期待されるなか、高度技術を持つIT技術者不足の影響で厳し

い競争が続いております。 

このような情勢の中、当社グループは、株式会社ネットカムシステムズ（NCS社）とセキュリティ事業、エン

タープライズ事業及び公共事業の３事業本部（Trinity体制）に加え、速いスピードで変革するIT技術革新に対

応すべく「H&Sビジネス開発室」「イノベーション推進室」を新設いたしました。今後は、市場のニーズに遅れ

ることなく、当社グループの強みと先端技術との融合による、新たな取組みと既存製品とのシナジー効果を発揮

した成長戦略が重要となるため、今まで以上にスピードある意思決定と、適切な資源配分により企業価値向上に

取り組んでまいります。「公共事業」「エンタープライズ事業」「セキュリティ事業」とNCS社の強みを生かし

た、よりセキュアでスケールアウトした形態のトータル・ソリューションサービスの創出を図り、事業活動を推

進しております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は3,319百万円（前年同四半期比

21.0％増）、営業利益は513百万円（前年同四半期比223.4％増）、経常利益は518百万円（前年同四半期比

209.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は353百万円（前年同四半期比267.0％増）となりました。 

なお、当社グループは、「情報サービス」の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりま

せん。 

サービス品目別の売上高は次のとおりであります。 

①アプリケーションソフトウェア開発 

アプリケーションソフトウェア開発は、主に官公庁、金融、通信、公益、製造及び流通などの業務ソフトウェ

ア開発が中心であります。当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高は1,639百万円（前年同四半期比

2.9％減）となりました。 

②パッケージソフトウェア開発 

パッケージソフトウェア開発は、主に自治体を中心とする行政経営支援サービス（FAST）及びＰＣセキュリテ

ィ/アクセス管理ソリューション（ARCACLAVISシリーズ）が中心であります。当第１四半期連結累計期間におき

ましては、売上高は866百万円（前年同四半期比37.5％増）となりました。 

③コンピュータ機器等販売 

コンピュータ機器等販売は、主に自治体及び一般企業を取引先として、コンピュータ機器とその周辺機器やネ

ットワーク製品を中心とした販売が中心であります。当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高は813

百万円（前年同四半期比91.5％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は6,880百万円となり、前連結会計年度末と比べ663百万円の増加

となりました。流動資産は、受取手形及び売掛金が増加した一方で、商品及び製品、仕掛品が減少したこと等に

より744百万円増加し5,310百万円となりました。固定資産は、無形固定資産が減少した一方で、投資その他の資

産が増加したこと等により81百万円減少し1,570百万円となりました。

 

（負債及び純資産の部）

負債は、未払法人税等、賞与引当金が増加したこと等により前連結会計年度末に比べ373百万円増加し2,047百

万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した一方で、配当金を支出したこと及びその他有価証券

評価差額金が増加したこと等により前連結会計年度末に比べ289百万円増加し4,833百万円となり、自己資本比率

は70.2％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの平成29年12月期の業績予想に関しましては、現時点で合理的な業績予想の算出をすることが困

難なため開示をしておりません。今後、業績予想が可能になりました段階で改めて公表いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成28年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,124,616 2,143,468 

受取手形及び売掛金 2,099,255 2,735,364 

商品及び製品 66,531 11,482 

仕掛品 87,528 78,086 

その他 192,476 347,936 

貸倒引当金 △4,884 △6,170 

流動資産合計 4,565,524 5,310,167 

固定資産    

有形固定資産 84,277 81,718 

無形固定資産    

のれん 752,986 730,839 

その他 350,192 284,652 

無形固定資産合計 1,103,179 1,015,491 

投資その他の資産 464,310 472,932 

固定資産合計 1,651,767 1,570,142 

資産合計 6,217,292 6,880,310 

負債の部    

流動負債    

買掛金 617,700 673,473 

短期借入金 150,000 150,000 

未払法人税等 130,695 247,480 

賞与引当金 57,302 231,736 

受注損失引当金 5,753 － 

その他 645,806 682,651 

流動負債合計 1,607,257 1,985,341 

固定負債    

資産除去債務 66,784 61,723 

その他 214 214 

固定負債合計 66,998 61,937 

負債合計 1,674,256 2,047,279 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,302,591 1,302,591 

資本剰余金 1,883,737 1,883,737 

利益剰余金 1,321,677 1,609,872 

自己株式 △4,283 △4,283 

株主資本合計 4,503,723 4,791,918 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 39,312 41,112 

その他の包括利益累計額合計 39,312 41,112 

純資産合計 4,543,036 4,833,030 

負債純資産合計 6,217,292 6,880,310 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 2,742,790 3,319,148 

売上原価 2,042,181 2,263,217 

売上総利益 700,608 1,055,930 

販売費及び一般管理費 541,950 542,838 

営業利益 158,658 513,092 

営業外収益    

受取配当金 4,900 5,021 

助成金収入 4,521 － 

その他 758 1,240 

営業外収益合計 10,180 6,262 

営業外費用    

支払利息 662 545 

原状回復費 574 326 

その他 － 0 

営業外費用合計 1,237 872 

経常利益 167,601 518,481 

特別損失    

固定資産除却損 － 0 

特別損失合計 － 0 

税金等調整前四半期純利益 167,601 518,481 

法人税、住民税及び事業税 81,802 230,237 

法人税等調整額 △10,465 △65,040 

法人税等合計 71,337 165,197 

四半期純利益 96,263 353,284 

親会社株主に帰属する四半期純利益 96,263 353,284 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

四半期純利益 96,263 353,284 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △27,628 1,799 

その他の包括利益合計 △27,628 1,799 

四半期包括利益 68,634 355,084 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 68,634 355,084 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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